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年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度～

ＳＳＡシステム

ＳＳＡ衛星

SSA運用体制の概要

運用システム・センサ整備等（試行運用期間を含む） ５年度から運用開始

構成品及び姿勢制御ソフトウェアの取得・設計・衛星製造等
８年度までに
打ち上げ

 我が国の宇宙利⽤の優位を確保するため、航空⾃衛隊に「宇宙作戦隊（仮称）」を新編
 令和２年度は府中基地に約２０名規模の定員を配置し、⼈材育成など必要な作業等に着⼿
 令和５年度からSSAシステムを運⽤開始予定であり、運⽤までに段階的に増員する計画
 令和８年度までにSSA衛星を打ち上げ、地上レーダでは特性を把握することが困難な宇宙デブリ等を監視

宇宙作戦隊（仮称）の概要

宇宙作戦隊（仮称）新編

レーダー光学望遠鏡レーダー

通信衛星等

⽶軍やJAXAと情報共有し
我が国のSSA情報を集約衛星運⽤者

⾃衛隊

運⽤システム

静⽌軌道
⾼度約36,000km

低軌道
〜⾼度1,000km

SSA運⽤（イメージ）

ＪＡＸＡ

スペースデブリ等

情報共有

SSA衛星
（⾃衛隊）

光学望遠鏡レーダー
⽶ 軍

情報共有

情報共有


